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yyy 今年もわずか・・・ 締めくくりの１２月 ppp
「師走」と言われる、年の瀬の月も半ばを過ぎました。「平成」最後の年末となる、平成３０年

の年末も残すところわずかです。

11月は文化祭、駅伝大会、小学校との交流学習、そして期末テストと盛りだくさんな１ヵ月で

した。２年生は、これから立志式・立志記念行事を迎えて、大人への第一歩として、西中の中心

としての自覚と頑張りが期待されます。そのためにも、今年一年をしっかり振り返り、反省する

ところ、伸ばすところを考えて、この一年を締めくくりましょう。

９月から１１月にかけて学区内の３小学校との交流学習を行ってきました。各クラスの交流学習実行

委員を中心に、クラスで話し合ったり準備したりして、個性ある交流活動を行いました。

来春、各小学校の６年生が、中学生生活を安心かつ楽しくスタートできたら、２年生としても嬉しい

です。楽しみに新入生を待ちたいと思います。

★☆★☆立志式★☆★☆
年が明けて２月６日（水）～８日（金）は、立志式・立志記念行事（スキー教室）を行います。１２

月５日（火）に学年でガイダンスを行いました。そこで、スローガンも発表されました。

実行委員を中心に、２年生全員で有意義な立志式・記念行事を行えるように努力したいと思います。

第２学年だより 12月号 平成30年12月21日(金)鹿沼市立西中学校

立志式・立志記念行事スローガン

仲間と描こう 輝く未来

～ Believe in myself ～

この行事の目的は、一人一人が大人になるための目標を

立てることです。私は、この立志式をきっかけにして、今

までの自分を振り返り、自分の夢や目標について考えてい

きたいと思います。

そして、行事を通して、２年生のみんなが集団の一員と

して、一人一人が自分の言動に責任をもち、仲間と協力し

て様々なことに挑戦できたら嬉しいです。この行事が２年

生にとって心に残るようなものになるように、実行委員と

しても、努力をしたいと思います。

立志式実行委員長



★☆★☆学年レクリエーション★☆★☆
１２／１３（木）に、学年レクリェーションを実施しました。学年レクリエーション実行委員

を中心に、何を、どんなふうに行うのかについて協議を重ね、準備をして迎えた本番。

決まった活動は、「あて鬼」です。雲に太陽が陰ると寒さがしみる中、「追う」「逃げる」「投げ

る」「笑う」「楽しむ」と生き生き活動する生徒の姿がたくさん見られました。担任の先生なども

中に入って、学年みんなで楽しめました。

レクの目的は「楽しむこと」です。その目的をみんなで達成することができたと思います。

年の瀬にまた一つ思い出ができたのではないでしょうか。実行委員のみなさん楽しい企画をあり

がとうございました。

yyy１２・１月 の 予 定 ppp
行 事 行 事

(１２月) 14日（月） 成人の日

21日（金） 餅つき準備 16日（水） 学力ｱｯﾌﾟﾃｽﾄ（理）

25日（火） 終業式 餅つき大会 18日（水） 部活なし

(１月) 22日（火） 各種・中央委員会

8日（火） 始業式 25日（金） ３年実力テスト⑦

10日（木） Ｂ日課 (２月)

三者懇談 6日（水） 立志式・立志記念行事（～ 8日（金））

（～ 22日（火））

3年生は冬休み中から私立高校の入試が始まります。クリスマスやお正月でも、受験勉強に取

り組まなければなりません。１年後には２年生もそうした冬を迎えることになります。今から、

しっかりと準備することで、慌てずにすむようにしたいところです。

そして、年が明けると立志式です。「まだ子ども、でも、もう大人」微妙な立ち位置の１４歳

ですが、近い将来や遠い将来の自分について考えるチャンスだと思います。冬休み中は、ぜひ、

お子様と一緒に、将来について話しをしてみてはいかがでしょうか。自分と向き合える力も、お

子様を成長させる大切な力になってくれると思います。

また、冬休みでも朝起きて食事をとり、体を動かし、学習時間を確保することが大切です。夜

更かしをしたり、勉強しない日が続いたりすると、新学期のスタートが上手くいかないことがあ

ります。新たな気持ちで２０１９年をスタートできるように、お子様のご支援をお願いします。

本年も、保護者の方にはいろいろお世話になりました。来年もよろしくお願いいたします。

よいお年をお迎えください。

冬休みについて

１２月４日（火）に授業参観・学年懇談会がありました。多くの皆様にご参加いただきあ

りがとうございました。授業参観では、生徒もいつも以上に張り切って学習に取り組めたと

思います。学年懇談会では、来年度のPTA専門部員や学年委員の選出を行いました。役員に

なっていただいた方には心よりお礼申し上げます。また、すべての保護者の方々に、今後の

学年の活動に対して、これまで同様のご協力をお願いしたいと思います。


